
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

まつど女性就労・両立支援相談事業【千葉県松戸市】

目的・目標

事業の特徴

急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、日本全体、特に地方の人口の減少に歯
止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で
住みよい環境を確保して、将来に渡って活力ある日本社会を維持していくことが喫
緊の課題となっている。本市の年齢別人口動向においても15歳未満の年少人口は
昭和55年、15～64歳の生産年齢人口は平成7年を境として減少に転じている一方
で、65歳以上の老年人口は増加を続けており、年齢構成上の「高齢化」が急速に進
行している。

「地方版総合戦略」である「松戸市総合戦略」では、ソーシャルインクルージョン（社
会的包摂）の理念を踏まえた女性の就労機会の創出を目指しており、また、「松戸
市男女共同参画プラン第5次実施計画」の中で、「子育て中の女性が働き続ける」を

重点的に取組む課題とし、「女性の就労を応援する」ことを施策として掲げていると
ころであるが、本市の女性の就業者比率は全国、千葉県と比べて全体的に低く、特
に35～39歳においてその差が顕著な状況である。

働きたい女性の就労に向けた就労相談に加え、就労する際に課題となる子育てや
介護に係る支援情報を提供する等の両立支援相談も併せて実施している。

 ハローワーク求人情報のオンライン提供の利用により、地方版女性のハローワ
ークとしての機能を持つ。

 職業紹介事業を開始。

 子育て中の女性でも利用しやすいように、相談コーナーと同フロアで相談者のお
子さんの一時預かり（託児）を実施。

目的 女性の就労を応援し、女性の活躍を推進すること。

目標 女性の就労割合 平成28年度現状値 69.4%
令和3年度目標値 75%

（「松戸市男女共同参画プラン第5次実施計画」から）

 松戸市男女共同参画推進協議会
（構成員）松戸公共職業安定所、松戸青年会議所、

全国女性会館協議会、 聖徳大学
松戸市男女共同参画推進団体
（ＮＰＯ 3団体、その他 1団体）

 働き方を決めていない、働くことを考えているが身の
回りの環境から整えたい（保育や介護、家族の理解
等）といった相談者もいらっしゃるため、相談＝即就
職に結びつくとは限らない状況である。女性の就労
率上昇に資するため、まずは相談者を増やしていき
たい（市ホームページやTwitter等のWebと市広報や
ちらし等の紙媒体による効率的・効果的な広報）。

 子育てや介護に係る支援情報については、法律や制
度が変わるので、最新のものを正しく把握し、相談員
間で共有していくことが必要であり、関係課との連携
が重要である。

ハローワーク求人情報のオンライン提供の利用により、求人票を閲覧することが可
能となり、就労に結びつけることができた。
（平成30年度 延べ相談者数 278人、就労者数 45人
令和元年度 述べ相談者数 338人、就労者数 82人）

また、相談者のお子さんの一時預かり（託児）も、一定数の利用があった。



事業の概要

(1)まつど女性就労・両立支援相談

【概要】
■子育て・介護をしながらでも、仕事と両立して働きたい女性を応援するために、キャリアコンサルタントの資格を持った就
労・両立支援相談員と仕事サポーターが、就労に向けてのアドバイスを行う。
■仕事探しに加え、就労する際に課題となる子育てや介護に係る支援情報も提供。

【実績】
■平成30年度 延べ相談者数 278人、就労者数 45人
令和元年度 延べ相談者数 338人、就労者数 82人

■他機関等との連携
ハローワークまつどマザーズコーナーとの連携・・・（2）参照
「働きたい女性の再就職支援セミナー」

ＮＰＯ法人との連携・・・（3）参照
「お仕事フェスタ」

ハローワークまつど、松戸市経済振興部との連携
「子育てママ会社説明会inまつど」にて特設相談を実施。

STEP③
応募書類
作成支援

STEP④
面接対策
への支援

STEP⑤
紹介状の発行
※地方版ハローワー
クとしての機能

STEP①
自己理解を深
める支援

STEP②
求人情報・資格
取得等の情報提供

【特徴】
■ハローワークの求人情報のオンライン提供を利用した仕事探しから、
紹介状の発行まで、ワンストップで就職までの支援を行っている。
(地方版ハローワークとしての機能)
■就職した方が良いのか、子育てに専念した方が良いのか等、心理的な
迷いがある方へのサポートを行っている。



事業の概要

(2)ハローワークまつどマザーズコーナーと連携
働きたい女性の再就職支援セミナー～応募書類の作成～

【概要】
■就職活動に欠かせない「履歴書」・「職務経歴書」の書き方について、少人数でワークを交え
ながら学ぶ講座。ハローワーク松戸マザーズコーナーと連携し、令和元年度9月と2月の計2回開
催した。
講師：ハローワーク松戸マザーズコーナー 就職支援ナビゲーター

まつど女性就労・両立支援相談 相談員
対象：20歳未満のお子さんを養育中の女性
内容：①再就職の心構え、準備するもの ②履歴書のつくりかた ③職務経歴書のつくりかた

④「まつど女性就労・両立支援相談」の利用案内
お子さんの一時預かり：先着8名

【特徴】
■ハローワーク松戸との連携
地域のハローワークと連携することで、より実践的な演

習を講座の中に取り込むことができ、参加者に新たな視点
での就職支援を行うことができる。普段は一人で取り組む
ことの多い自己分析にも力を入れ、参加者同士発表し合う
場を設けることで、客観的な視点での意見を聞けたり、面
接の予備練習をしたりすることができる。

【実績】
■参加者 9月：15名 2月：17名

■満足度(とても参考になった・参考になった合算) 100％

※配布チラシ

※当日ワーク
ショップの様子



事業の概要

(3) NPO法人との連携 お仕事フェスタ

【概要】
■働く意欲がある女性への情報提供、就労・起業準備のサポートを目的として、各種相談ブースや合同企業説明会等を実施。
主催：母親支援NPO団体、共催：男女共同参画課、後援：ハローワーク松戸
対象：市内で働いている、または働きたい女性
日時：令和元年7月9日(火曜)、令和2年1月25日（土曜）いずれも10時から14時
会場：女性センターゆうまつど（7月）、松戸市市民交流会館すまいる（1月）
※お子さんの一時預かり、見守りスタッフ付きのキッズスペースを設置

【特徴】
■市内NPO法人との連携

NPO法人(母親支援)と連携し、市内で求職中の女性と、求人中の企業とのマッチングを実施。就業形態の幅が広い企業の複
数参加や、就活応援のためメイク講座やカラー診断の実施等、活気あふれるイベントであった。また、千葉県内で地域の課題
解決に取り組んでいる優れた連携事例であるとして、「令和元年度ちばコラボ大賞（千葉県知事賞）」を受賞した。

【実績】
■来場者数 70名（7月）、100名（1月）
■満足度(とても良かった・良かった合算、2回の合計) 91％

（1月）
※第9回ちばコラボ大賞表彰事例紹介リーフレット
（千葉県環境生活部県民生活・文化課）抜粋※配布チラシ（7月）
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